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表紙の説明

あなたの声をお聞かせください

わたしたちはシルバー世代を応援しています

昔のような活気あふ
れる商店街になって
もらいたい

五宮泉会老人クラブ輪投げ練習、休憩中での一言　
（五宮公民館）

近江グランドゴルフクラブ
練習中に一言
（町民総合体育館敷地）

三河橋上流の河川
敷で、スポーツが
できるようになら
ないかなぁ～

現在使用していない町の土地を、スポーツ
など多目的に活用できないのかなぁ～

旧山辺中グラウンドを
町民のスポーツ活動
に使用できないもん
かなぁ～

医療機関や買い物のた
めにコミュニティバスの
フリー区間を設けても
らいたい
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幼
稚
園
の
創
立
60
周
年
記

念
運
動
会
が
、6
月
16
日
山
辺
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
親
子
一
緒
の
入
場
か
ら
始
ま
り
、

体
操
や
か
け
っ
こ
、お
ゆ
う
ぎ
、ま
り

入
れ
な
ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
子

供
た
ち
は
と
〜
っ
て
も
楽
し
そ
う
。

　
お
父
さ
ん
た
ち
の
か
け
っ
こ
で
は

勢
い
あ
ま
っ
て
転
ん
で
し
ま
う
人
も
。

　
「
あ
く
ま
で
も
自
己
責
任
で
」と
い

う
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
思
わ
ず
苦
笑
い
。

　
空
で
は
万
国
旗
も
み
ん
な
と
一
緒

に
楽
し
そ
う
に
お
ど
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
周
囲
の
樹
々
も
す
っ
か
り
新
緑

に
つ
つ
ま
れ
、
日
増
し
に
夏
の
気

配
を
感
じ
、
田
ん
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で
は
カ
エ
ル

の
大
合
唱
が
聞
こ
え
て
く
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
玉
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農
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公
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の
「
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で
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、
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の
風
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「
紫
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、
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の

空
間
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醸
し
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し
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い
ま
す
。
今
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育
も
順
調
で
、ラ
ベ
ン
ダ
ー

祭
り
終
了
後
も
花
や
ア
ウ
ト
ド
ア

が
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
園
し

て
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
解
消
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
議
会
だ
よ
り
も
1
0
1

号
の
発
行
と
な
り
、
一
つ
の
節
目

で
あ
る
1
0
0
号
を
通
過
点
と
し

て
、「
よ
り
わ
か
り
や
す
い
・
親
し

み
や
す
い
」
発
行
に
向
け
て
、
さ

ら
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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PH ／やまべ幼稚園 運動会
６月定例会

未来を話す会

町政のここはどうする？ 一般質問

新しい町への挑戦　議会活動報告
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町・議会・町民がスク ラム組んで
 持続可能な 地域経営を実現

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
６
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
専
決
処
分
の
承
認
、
山
辺
町
駅
前
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
※
議
員
発
議
に
よ
る
「
行
財
政
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
」
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
議
員
発
議
と
は

　議
員
が
議
案
を
議
長
に
提
出
し
て
審
議
を
求
め
る
こ
と
。

子どもたちの未来のために

町
の
台
所
事
情
は
大
丈
夫
か

　町
の
財
政
状
況
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
減

収
に
加
え
、
扶
助
費
の
増
加
や
、
公
共
施
設
維

持
管
理
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は
後
年
度
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制
に

努
め
、
特
別
職
な
ら
び
に
一
般
職
の
給
与
削
減

も
実
施
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
行
財
政
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

　こ
れ
ま
で
の
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
経

緯
な
ら
び
に
現
状
、
今
後
の
行
財
政
改
革
へ
の

取
組
み
な
ど
を
調
査
し
、
議
会
も
一
緒
に
な
っ

て
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
行

財
政
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　本
委
員
会
の
委
員
長
に
は
鍋
倉
竹
志
議
員
、

副
委
員
長
に
渡
邉
裕
二
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

定例会
6月5日～7日

経常収支比率とは、人件費や扶助費、
公債費など縮減することが容易でな
い経費に、税などの一般財源がどの
程度費やされているかを示した割合。 
割合が高いほど財政運営が厳しく、
山辺町は県平均より高く上昇傾向に
ある。

経常収支比率の推移 （％）
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度

山辺町 88.8 91.0 91.7 94.7 92.8 94.6
山形県平均 87.5 87.2 87.6 88.4 86.4 88.4

82
84
86
88
90
92
94
96

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

山辺町 山形県平均

（山形県企画振興部資料より）
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町・議会・町民がスク ラム組んで
 持続可能な 地域経営を実現

可
決
主
な
条
例
の
制
定

・
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
（
※
専
決
処
分
）

税
額
判
定
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

基
準
の
拡
充
。
　

・
町
税
条
例
の
一
部
改
正

町
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
の
新
規
設
備
投
資
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
が
ゼ
ロ
に
。

・
町
駅
前
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

駅
前
広
場
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
。
夜
間
駐
車
の
み
使
用
料

は
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

午
前
６
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で

無
料

午
前
０
時
を
超
え
て
駐
車
す
る
場
合

１
０
０
０
円

・
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

ウ
イ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
山
辺
の
整
備
に
よ
り
南
風
園
住
宅
を
廃

止
。

承
認
報
告
事
項

・
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
　

29
年
度
山
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業
２
７
６
５
万
円
を
30

年
度
に
繰
越

・
平
成
29
年
度
東
村
山
郡
山
辺
町
土
地
開
発
公
社
決
算

・
平
成
30
年
度
東
村
山
郡
山
辺
町
土
地
開
発
公
社
予
算

　 〈
人
事
〉

・
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
斉
藤
昭
彦
議
員
　
遠
藤
真
由
美
議
員
　
を
選
出

※
専
決
処
分
と
は

　本
来
、
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
町
長
が
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
・
決
定
の
前
に
自
ら
処
理
す
る

こ
と
。

歳入・歳出それぞれ 1645 万円を減額し 総額 51 億 3766 万円 に
平成30年度　一般会計補正予算

特別会計補正予算

※専決処分

会計名 理　由 平成 30 年度予算額
介護保険特別会計 新規の総合事業対象者に対する診療情報提供書作成費

用の助成に６万円を増額
総額
15 億 7023 万円

主な補正内容
【増額】
・認定こども園施設整備補助　1680万円
　　調理室などの施設整備内容変更にともなう増額

・山辺温泉保養センター修繕工事　180万円
　　屋外キュービクルの損傷による修繕

【減額】
・山形広域環境事務組合負担金　2005万円
　　事業費負担額の変更による減額

・道路舗装補修工事　2200万円
　　国の内示額減額にともなう工事内容の変更

・給食配送業務委託料　267万円
　　業務の見直しによる配送委託業務費を削減

平成29年度一般会計補正予算　
　交付額などの確定による調整につき、278 万円を減額し、総額 53 億 6001 万円とする

車の衝突によると思われる損傷
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報告会第８回議会

話 す 会
ご
参
加
い
た
だ
き

�
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
８
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
を
６
月
２
日
（
土
）、
中
央
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
も
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
参
加
者
と
議
員
が
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
意
見
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
行
き
ま
す
。

＊山辺町に住みたいのに土地の規制などにより諦めている人がいる。規制の緩和を強く望む。
　都市計画、市街化調整区域などの見直しを時間をかけずにやって欲しい。
＊子どもたちが屋内で遊べる場所がもっと必要。特に冬期間。
＊町内の案内表示が少ないため道に迷う人が多い。主要な公共施設への表示を。
＊山形市は工業団地など開発が進んでいる。第５次総合計画が絵に書いた餅にならないように望む。
＊三河橋隣接の水防拠点施設ヘリポートはいつできるのか。
＊玉虫沼周辺を、ラベンダーだけでなく年間楽しめる花いっぱいの魅力ある誘客場所にして、リピー
ターを増やしては。

山辺町に住みたくなる魅力あるまちづくり
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＊今後の学校跡地については、民間ではなく公的団体が入ってくれれば地域
活動や運動会などで利用しやすい。

＊学校の長期休みに利用できる学童保育や学習塾などの施設に。
＊高齢者向け施設、老人ホームなどに利用できないか。
＊中山間部の学校跡地は、更生施設に利用できないか調査してみては。
＊今後の人口減少など避けて通れない問題もあるので、民間に売却してはどうか。
＊町に寄付いただいた大門地区内の土地が活用されていない。倫理上の問題もあるが民間に売却して
有効に使ってもらったらどうか。

学校跡地などの利活用方法

福祉関係・その他

報告会第８回議会
未 来

を 話

会
を
終
え
て

　
今
年
も
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
参
加
者
全
員
の

お
声
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
町
内
跡
地
の
利
活
用

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
委

員
会
や
一
般
質
問
な
ど

で
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
厳
し
い
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

か
ら
の
お
声
を
こ
れ
か

ら
も
町
に
届
け
、
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
今
後
、
報
告
会
の
開

催
時
期
や
持
ち
方
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

福祉関係
＊高齢者の免許返納でコミュニティバスの無料券がもらえるが、足の悪い人はバス停までも行けない。
フリー区間を設けてほしい。

＊夫が返納すると妻の移動手段も減る。妻にもバスの無料券が出れば助かる。
＊70歳以上の温泉利用券、10枚の範囲内で良いので送迎の家族も使える分があると良い。
＊在宅で介護している方にもっと手厚い支援を。
＊山形市の高齢者は100円で入れる温泉施設がある。山辺でできないか。
＊特別支援学級の生徒が支援学校に進学しても、親を亡くし精神的に不安定でやめてしまったり、卒
業しても仕事が見つからないなど、社会に出てからのサポートをする支援員や相談員が必要では。

その他
＊ふるさと納税ばかりに目が行くが、町税の未納分を減らす方が先なのでは。
＊道路わきの田んぼ、コンビニ周辺などにゴミが目立つ。
＊子育てに支援し過ぎでは。子ども手当てを本来の目的のために使っているのか疑問。
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　一般質問は、議員が町の行財政や将来に
対する考え方などを問い、適切な町政運営
を進めているかチェックするものです。
　山辺町議会では、年 4 回の定例会で議
員が一般質問をしています。

一般質問は、一問一答方式ですが、紙面の関係で主な質問と答弁を要約して掲載しています。

渡辺　知広　 未 来 創 造 　維持する時代の終焉 店じまいも必要では

鍋倉　竹志　 高齢者支援 　高齢者自立支援事業「配食サービス」について
　町の取組みと考えは

渡邉　裕二　 教 育 改 善 　当町の教育の未来は

安達　春彦　 地 域 教 育 　山辺町の地域教育に対する取組みは

武田啓一郎　 行財政改革 　行革推進 まずは整理整頓　
事業推進は公益成果を最優先

斉藤　昭彦　 町 政 運 営 　次期町長選への出馬の意思は

６月定例会では、６人の議員が一般質問を行いました。

町ホームページで
議会中継を
発信中!!

町政の
ここはどうする？

一般質問

傍聴しませんか　次回の定例会は９月４日からです。
お気軽にどうぞ。電話 023-667-1117（議会事務局）
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　　　　維持する時代終焉
� 店じまいも必要では

（町長）コンパクトな土地利用を促進し、持続可能な社会の実現を目指す

質問

今
年
度
の
予
算
編

成
を
見
て
背
筋
が

寒
く
な
る
ほ
ど
正
直
大
変

驚
い
た
。
で
も
、
裏
を
返

せ
ば
長
期
的
展
望
に
立
っ

た
場
合
そ
れ
だ
け
深
刻
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

議
員
に
な
っ
て
２
度
目
の

イ
ン
パ
ク
ト
だ
。
１
度

目
は
人
口
が
１
万
５
千
人

を
割
っ
た
と
き
。
頭
で
は

理
解
し
て
も
、
数
字
に
表

れ
る
と
と
う
と
う
き
て
し

ま
っ
た
と
落
胆
し
た
。
人

口
減
少
ス
ト
ッ
プ
に
向
け

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
講
じ

て
も
歯
止
め
が
掛
か
ら
な

い
ど
こ
ろ
か
加
速
す
る

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計
で
い
く
と
、

出
生
率
が
上
が
ら
な
け
れ

ば
２
０
５
０
年
を
超
え
る

辺
り
で
国
の
人
口
が
１
億

人
を
割
り
込
み
、
山
形
県

の
人
口
は
75
～
65
万
人
、

町
の
人
口
は
現
在
の
構
成

比
で
い
け
ば
８
～
７
千
人

台
と
半
減
す
る
。

　
３
月
に
示
さ
れ
た
町
の

国
土
利
用
計
画
に
あ
る
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
作

り
に
は
大
い
に
共
感
す
る

と
こ
ろ
だ
が
、
ど
う
し
て

も
体
の
い
い
数
字
が
先
行

し
て
い
る
気
が
し
て
な
ら

な
い
。
分
か
っ
て
い
る
事

を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く

現
実
と
向
き
合
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

答弁

今
年
３
月
に
策
定

し
た
国
土
利
用
計

画
は
、
第
５
次
総
合
計
画

の
基
本
構
想
に
即
し
、
今

後
の
人
口
の
見
通
し
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
が
進
む
な
か
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
拡
充
は
困
難
な

状
況
を
考
慮
し
、「
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
街
地
」
の
形

成
を
基
本
と
し
た
土
地
利

用
を
促
進
。
住
宅
地
や
商

業
地
な
ど
の
宅
地
需
要
に

つ
い
て
は
、
市
街
地
内
の

農
地
や
低
未
利
用
地
の
有

効
活
用
に
努
め
る
。
既
成

宅
地
周
辺
部
に
お
い
て
、

農
業
と
十
分
に
調
整
し
な

が
ら
、
関
係
法
令
の
適
切

な
運
用
に
よ
り
土
地
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
を
町

土
利
用
の
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。

　
行
政
と
住
民
や
民
間
事

業
者
が
一
体
と
な
り
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
土
地
利
用
を

促
進
し
、
限
ら
れ
た
資
源

の
集
中
的
・
効
率
的
な
利

用
で
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

意見

体
力
の
あ
る
内
に

片
付
け
る
物
は
片

付
け
て
、
無
く
す
物
は
無

く
し
て
し
ま
わ
な
い
と
、

無
責
任
な
遺
構
を
未
来
の

子
孫
た
ち
に
残
し
て
い
っ

た
自
分
勝
手
な
ご
先
祖
様

た
ち
に
な
り
か
ね
な
い
。

店
じ
ま
い
は
勇
気
が
必
要
。

セミの抜けがらだといいけれど…。
（旧　山辺中・鳥海小）

渡辺　知広

未来創造

人口減少社会へ（第５次総合計画より）
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　　　 高齢者自立支援事業「配食サービス」
　 　 について 町の取組みと考えは
　（町長）新たな配食サービスの実施は難しいと考えている

質問

山
辺
高
校
食
物
科

の
ご
協
力
の
も
と
、

春
の
味
を
盛
り
込
ん
だ
彩

り
鮮
や
か
な
手
作
り
弁
当

を
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
大
変
喜
ば
れ
、
マ
ス
コ

ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
町
の
恒
例
行
事

と
し
て
県
下
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
。

答弁

生
徒
さ
ん
が
、
地

元
の
食
材
を
使

い
、
献
立
や
調
理
・
盛
り

付
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
毎
回
２
０
０
名

以
上
の
方
か
ら
ご
希
望
い

た
だ
く
な
ど
、
好
評
を
得

て
い
る
事
業
な
の
で
今
後

も
継
続
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
く
。

質問

寒
河
江
市
や
上
山

市
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
は
、
家
庭
の
味
を
重
視

し
、
こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
地
元
の
味
や
旬

の
野
菜
、
果
物
を
取
り
入

れ
、
高
齢
者
の
嗜
好
を
考

慮
し
な
が
ら
、
健
康
的
な

献
立
を
手
作
り
で
提
供
し

て
い
る
が
、
町
と
し
て
新

た
に
取
り
組
む
予
定
は
。

答弁

町
で
は
、
地
域
支

援
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
配

食
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、
民
間
業
者
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
い

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
や

民
業
圧
迫
と
な
ら
な
い
か

な
ど
検
討
す
る
必
要
も
あ

る
た
め
、
新
た
な
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
難
し

い
。質問

高
齢
者
へ
の
食
事

サ
ー
ビ
ス
は
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
食
生
活

そ
の
も
の
へ
の
注
意
喚
起

や
高
齢
者
の
生
活
を
豊
か

で
楽
し
い
も
の
に
す
る
。

併
せ
て
安
否
確
認
や
健
康

状
態
の
確
認
、
食
事
サ
ー

ビ
ス
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

閉
じ
こ
も
り
気
味
の
高
齢

者
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

へ
の
広
が
り
が
み
ら
れ
る

の
で
は
。

答弁

町
で
は
孤
食
に
な

ら
な
い
よ
う
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
に

よ
る
伝
達
講
習
会
や
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
お
茶
の
み
サ
ロ
ン
な
ど

大
勢
の
方
と
の
顔
を
合
わ

せ
た
食
事
会
や
お
話
が
出

来
る
場
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

質問

他
町
で
は
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
調
理
、

宅
配
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
も

利
用
者
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て

生
き
甲
斐
や
楽
し
み
を
感

じ
な
が
ら
活
動
し
仲
間
と

な
り
、
ふ
れ
あ
い
の
場
に

も
な
る
の
で
は
。

答弁

全
国
的
に
は
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
へ
の
広
が
り
が

見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
場
づ
く

り
と
な
る
事
業
展
開
な
ど

が
で
き
な
い
か
関
係
機
関

と
協
議
し
た
い
。

まごころ弁当を町内のお年寄りに（山辺高校）

鍋倉　竹志

高齢者支援

配食サービスで健康と安心提供！
（弁当のイメージ写真）
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　　　 　当町の教育の未来は
（教育長）学校現場を大切に、児童生徒・教職員のための支援を　

考えていく

質問

２
０
２
０
年
に
小

学
５
年
生
か
ら
英

語
が
教
科
化
に
な
り
、
年

間
35
コ
マ
増
に
な
る
。
ま

た
、
義
務
教
育
で
道
徳
が

教
科
化
さ
れ
る
な
ど
週
休

２
日
制
は
変
わ
ら
ず
新
た

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け

る
こ
と
に
教
育
現
場
で
は

ど
の
よ
う
な
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。
子
ど
も
た
ち

や
教
員
の
負
担
は
大
き
く

な
ら
な
い
の
か
。

答弁

１
コ
マ
45
分
の
授

業
時
間
を
３
つ
に

分
け
、
３
日
で
１
コ
マ
分

を
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
モ

ジ
ュ
ー
ル
制
を
導
入
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
時
数

を
確
保
し
つ
つ
放
課
後
ゆ

と
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
く
。

質問

現
段
階
で
、
将
来

の
外
国
語
教
育
の

指
導
に
関
し
て
先
生
方
か

ら
不
安
の
声
は
な
い
か
。

答弁

現
在
、「
不
安
で

あ
る
の
で
何
と
か

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
強

い
要
望
は
な
い
が
、
英
語

が
得
意
な
人
ば
か
り
が
小

学
校
の
先
生
に
な
っ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

中
に
は
不
安
な
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
英
語
専
科
教
員
な
ど
を

活
用
し
て
授
業
を
進
め
て

い
る
。

質問

情
報
化
社
会
で
い

つ
で
も
ど
こ
で
も

通
信
機
器
を
使
え
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
で
考
え
計

画
し
、
判
断
す
る
こ
と
を

せ
ず
と
も
、
さ
ほ
ど
問
題

で
な
い
世
の
中
に
な
っ
て

い
る
。
家
庭
で
の
教
育
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
な
ど
も
あ
る

中
、
そ
の
よ
う
な
教
育
も

必
要
で
は
な
い
か
。

答弁

自
ら
課
題
を
設
定

し
、
基
本
的
な
知

識
・
技
能
と
思
考
力
・
判

断
力
･
表
現
力
な
ど
を
総

合
的
に
活
用
し
、
主
体
的

･
協
働
的
に
解
決
に
取
り

組
む
「
探
究
型
学
習
」
を

充
実
し
て
い
く
。

質問

土
曜
日
授
業
の
自

治
体
も
増
え
る
中
、

月
1
日
の
土
曜
日
授
業
を

行
え
ば
教
員
の
負
担
は
増

え
る
の
か
減
る
の
か
。
山

辺
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

答弁

土
曜
出
勤
の
振
り

替
え
休
を
取
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
現
段
階

で
は
考
え
て
い
な
い
。

意見

先
生
も
児
童
生
徒

も
生
き
生
き
と
目

を
輝
か
せ
て
取
り
組
め
る

学
習
が
無
理
な
く
行
わ
れ

る
よ
う
、
効
果
的
に
時
間

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
べ
て
の
先
生
が
の

び
の
び
と
教
育
に
か
か
わ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
平
等
に
愛
情
を
受
け

学
習
で
き
る
、
先
進
的
な

学
校
に
な
る
よ
う
期
待
す

る
。

渡邉　裕二

自ら考える力を養う授業

笑顔であふれる学校であるために

教育改善
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　　　 山辺町の地域教育に対する　
　　　　　　　　　　　　取組みは
　（町長）学校教育、生涯教育、地域間交流をさまざま

な形で推進、支援していきたい

質問

今
後
は
個
性
に
合

わ
せ
た
能
力
を
見

つ
け
、
伸
ば
す
こ
と
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
、

社
会
交
流
を
行
う
町
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育

振
興
計
画
を
考
え
て
い
る

か
。答弁

学
校
教
育
に
お
い

て
は
、
専
門
員
に

よ
る
学
校
や
幼
稚
園
・
保

育
所
の
巡
回
相
談
な
ど
を

行
い
、
指
導
や
助
言
、
調

査
、
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
支
援
を
考
え
て
い

る
。
生
涯
教
育
に
お
い
て

は
、「
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
『
ミ
ル
ク
』

の
指
導
育
成
」や「
赤
ち
ゃ

ん
が
先
生
」
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
。
地

域
間
交
流
に
お
い
て
は
、

友
好
都
市
で
あ
る
日
立
市

と
の
交
流
を
継
承
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
新

た
な
地
域
間
交
流
の
支
援

も
適
宜
行
っ
て
い
き
た
い
。

質問

指
導
体
制
充
実
の

観
点
で
は
、
何
が

課
題
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

答弁

新
し
い
学
習
指
導

要
領
の
体
制
整

備
、
英
語
教
育
に
お
け
る

小
学
校
の
進
度
調
整
、
探

究
型
教
育
の
推
進
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
先
生
た
ち

が
授
業
に
集
中
し
、
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
う
時
間

を
つ
く
る
た
め
に
、
授
業

以
外
の
作
業
の
ス
リ
ム
化

や
、
人
材
を
配
置
し
て
負

担
を
減
ら
し
た
い
。

質問

例
え
ば
教
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
自
ら
指
導
案
や
指
導

事
例
を
学
べ
る
教
師
専
用

の
ノ
ウ
ハ
ウ
交
流
ツ
ー
ル

を
つ
く
り
、
必
要
な
と
き

に
直
接
調
べ
、
と
き
に
相

談
で
き
る
な
ど
、
先
生
へ

の
「
指
導
」
か
ら
「
ノ
ウ

ハ
ウ
共
有
」
の
仕
組
み
を

作
る
方
法
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答弁

先
生
た
ち
が
新
た

な
情
報
に
触
れ
る

こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
自
己
改
革

す
る
意
思
が
先
生
に
も
必

要
だ
。

質問

Ｉ※

Ｃ
Ｔ
を
使
え
ば
、

映
像
通
信
を
使
っ

た
世
界
の
学
校
と
の
交
流
、

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
気
軽
な
相

談
室
な
ど
実
現
で
き
る
こ

と
が
あ
る
。

　
地
方
こ
そ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

必
要
性
も
重
要
性
も
高
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
入
れ
る
方
針
か
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
連

す
る
情
報
通
信
技
術
の
こ
と

答弁

今
後
に
つ
い
て
は

未
定
で
あ
る
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
町
民
が

相
談
し
や
す
い
環
境
を
作

り
た
い
。

質問

友
好
都
市
で
あ
る

日
立
市
と
の
交
流

を
通
じ
、
一
緒
に
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
行
う
切
り
口

は
何
か
考
え
て
い
る
か
。

答弁

交
流
を
続
け
、
一

緒
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た

い
。

ICT を取り入れた教育で可能性を広げる 

安達　春彦

地域教育

生徒の学び合いを促進させる働きかけ 
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　　　 　行革推進 まずは整理整頓
　　事業推進は公益成果を最優先

（町長）中長期的視点に立ち財政健全化へ

質問

２
市
２
町
合
併
協

議
破
綻
を
機
に
、

平
成
18
年
度
に
行
財
政
改

革
大
綱
お
よ
び
行
財
政
改

革
実
施
計
画
を
策
定
し
、

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
１
次
行
革
を
『
大
き
な

成
果
』、２
次
行
革
を
『
成

果
』
と
総
論
評
価
の
違
い

と
し
た
意
図
は
何
か
。

　
成
果
と
評
し
な
が
ら
、

今
年
度
予
算
で
財
源
不
足

な
ど
の
事
由
に
よ
り
、
町

職
員
な
ど
の
給
与
減
額
措

置
を
し
た
因
果
関
係
が
、

い
ま
だ
整
理
納
得
で
き
な

い
思
い
が
あ
る
。

　
財
政
運
用
の
根
本
原
理

原
則
は
『
入
り
を
量
り
て

出
を
制
す
』。
ど
れ
だ
け

の
気
概
と
手
立
て
、
取
り

組
み
で
あ
っ
た
か
、
気
が

か
り
だ
。

　
行
革
の
第
一
歩
は
、
整

理
整
頓
。
文
書
管
理
規
程

に
基
き
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

が
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状

況
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

職
員
の
デ
ス
ク
周
り
も
、

課
や
係
に
よ
り
整
理
整
頓

に
差
異
が
あ
る
が
指
導
状

況
は
。

答弁

第
３
次
行
革
大
綱

で
、
１
次
の
『
大

き
な
成
果
』
を
、『
一
定
の

成
果
』
と
修
正
し
て
い
る
。

　
文
書
は
、
文
書
管
理
規

程
に
基
き
、
適
正
に
整
理

さ
れ
て
い
る
。
本
庁
舎
移

転
20
年
を
迎
え
、
庁
舎
搭

屋
内
の
整
理
な
ど
、
快
適

か
つ
安
全
な
よ
り
良
い
執

務
環
境
の
継
続
的
な
確
保

に
努
め
て
い
る
。

質問

第
３
次
行
革
大
綱

の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
『
質
』
の
向
上
を
め
ざ

し
な
が
ら
…
と
は
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
政
策

の
実
現
な
の
か
。

　
高
度
化
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
丁
寧
な
提
供
等
に

徹
し
と
あ
る
が
、
一
方
的

に
感
じ
る
。
町
民
に
温
か

く
寄
り
添
う
姿
勢
を
望
む
。

答弁

町
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
住
民

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
や
職
員
自
身

も
、
柔
軟
な
姿
勢
と
配
慮

を
念
頭
に
置
き
、
説
明
責

任
を
果
た
す
努
力
を
し
て

い
く
。

質問

本
年
度
予
算
後
、

財
源
確
保
対
策
の

検
討
会
や
給
与
削
減
止
む

無
し
ま
で
困
窮
し
て
い
る

財
政
運
営
に
関
し
、
県
と

の
協
議
は
行
わ
れ
た
の
か
。

答弁

２
月
に
行
財
政
改

革
推
進
室
を
再
設

置
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
検

討
協
議
を
進
め
て
い
る
。

県
と
は
継
続
的
に
協
議
し

て
い
く
。

質問

現
在
、行
革
で『
見

え
る
化
』
し
て
い

る
取
り
組
み
、
行
革
推
進

12
年
間
で
最
も
特
筆
さ
れ

る
公
益
成
果
は
何
か
。

答弁

山
辺
中
学
校
建
設

と
山
形
市
へ
の
消

防
事
務
委
託
。
町
独
自
事

業
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援

事
業
。
今
後
も
、
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
、
中
長
期

的
視
点
に
立
ち
財
政
健
全

化
へ
の
対
策
を
推
進
し
て

い
く
。

武田啓一郎

行財政改
革

12 年間の行革　町は公益成果として山辺中学校建
設事業をあげている。さらなる行革で何をめざし
ていくのか

ムダと節約の見極めが肝要　まずは整理整
頓が第一義
（文書ファイリングシステムの的確な運
用）

答弁

山
辺
中
学
校
建
設

と
山
形
市
へ
の
消

防
事
務
委
託
。
町
独
自
事

業
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援

事
業
。
今
後
も
、
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
、
中
長
期

的
視
点
に
立
ち
財
政
健
全

化
へ
の
対
策
を
推
進
し
て

い
く
。
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　　　 次期町長選への出馬の意思は
 
　（町長）６期目の立候補を決意した

質問

11
月
5
日
に
は
5

期
目
の
任
期
満
了

を
迎
え
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
基
に
6
期
目
と

な
る
次
期
町
長
選
出
馬
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答弁

5
期
、
20
年
間
に

わ
た
り
、
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
公
平
・
公
正
・
公
開

を
基
本
理
念
と
し
町
総
合

計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
を
傾
注
し
て
き
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
昨

年
12
月
に
策
定
し
た
第
5

次
山
辺
町
総
合
計
画
の
実

現
と
実
行
に
向
け
、
医
療

福
祉
関
係
、
基
幹
産
業
の

育
成
、
保
健
福
祉
施
設
の

充
実
を
着
実
に
進
展
さ
せ

た
い
。
山
形
市
と
の
広
域

合
併
、
も
し
く
は
そ
の
方

向
性
の
中
に
あ
る
広
域
連

携
の
推
進
、
広
域
行
政
な

ど
の
重
要
事
業
が
山
積
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
と
実
績
を
活
か
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
力
の

限
り
精
い
っ
ぱ
い
、
誠
心

誠
意
、
町
政
運
営
を
担
っ

て
い
き
た
い
。

　
今
後
の
目
標
と
す
る

「
あ
る
べ
き
山
辺
町
」
の

姿
と
し
て
、
第
一
に
、
全

て
の
人
が
人
間
と
し
て
の

主
体
性
を
確
保
し
、
生
き

生
き
と
輝
い
て
い
る
ま
ち
。

　
第
二
に
、
成
長
し
つ
つ

も
適
切
な
ス
ピ
ー
ド
で
緩

や
か
に
周
り
を
育
て
て
包

み
込
む
、
広
い
心
を
持
つ

ま
ち
。

　
第
三
に
、
お
互
い
の
個

性
を
尊
重
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
を
認
め
合
い
、

彩
り
豊
か
な
ま
ち
。

　
第
四
に
、
相
互
に
助
け

合
い
争
い
ご
と
の
な
い
、

平
和
で
柔
和
な
人
間
の
住

む
ま
ち
。

　
第
五
に
、
必
要
以
上
に

貪
ら
ず
、
常
に
次
世
代
へ

伝
え
て
ゆ
く
、
謙
譲
の
精

神
が
存
在
す
る
ま
ち
。

　
第
六
に
、
各
人
が
自
主

的
意
思
で
行
動
し
、
生
活

環
境
の
維
持
、
快
適
さ
の

向
上
に
努
め
る
ま
ち
。

　
第
七
に
、
豊
か
さ
を
し

み
じ
み
実
感
で
き
る
ま
ち
。

以
上
を
目
標
と
し
て
い
く
。

質問

跡
地
利
用
計
画
、

観
光
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
な
ど
の
施
策
は
。

答弁

第
５
次
総
合
計
画

に
示
し
た
「
み
ん

な
で
つ
な
が
る
協
働
の
ま

ち 

や
ま
の
べ
～
未
来
に

つ
な
ぐ
自
慢
の
ま
ち
～
」

を
基
本
理
念
と
し
、「
子

育
て
と
元
気
の
ま
ち
」、

「
こ
だ
わ
り
の
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
」、「
協
働
と
安

全
安
心
の
ま
ち
」
以
上
３

つ
の
「
大
切
に
し
て
い
き

た
い
こ
と
」
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
関
係
機
関
の

方
々
と
協
議
検
討
を
重
ね

て
、
前
進
あ
る
事
業
と
し

て
い
く
。

第５次総合計画に向かって

斉藤　昭彦

町政運営

広くなった駅前通り
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あの質問

議員が定例会で行った
一般質問が、どうまち
づくりに反映されたか、
これまでの質問の一部
を取り上げました。

？どう
　なったへ!

!

山
辺
駅
舎
・
広
場
に

　
　
　
　
　
　

夢
と
希
望
の
あ
か
し
を

　　
駅
舎
を
歴
史
観
あ
る
建
物
に
す
る
た
め
、
駅
舎
入
口
に
旧
山
野
辺
陣
屋
玄

関
の
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
求
め
た
い
。

Ａ
　
町
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
形
成
を
促
す
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て

い
く
。

　
駅
舎
改
築
は
、
町
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
よ
び
県
の
協
議
を
行
う
中
で
、
期

間
内
で
の
完
了
は
困
難
と
判
断
。
都
市
再
生
整
備
計
画
か
ら
除
外
し
、
駅

前
広
場
の
整
備
の
み
を
実
施
す
る
。

平成30年８月をめどに、駅前広場を駐車場として整備する。町内商店を利
用する方や観光客、また駅利用者の送迎時の一時待機などに利用される。

経
過

平
成
27
年
１
月
　
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画 

山
辺
地
区
（
第

２
期
）
都
市
再
生
整
備
計
画
策
定

駅
舎
改
築
と
す
る
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
・
駅
前
広
場
な
ど
を
基

幹
事
業
に

平
成
27
年
７
月
～
12
月
　
山
辺
駅
舎
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
懇

話
会
を
３
回
開
催

平
成
28
年
３
月
　
山
辺
駅
舎
・
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
基
本

構
想
策
定
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
）

平
成
29
年
２
月
　
都
市
再
生
整
備
計
画
内
容
の
変
更
（
議
会
全

員
協
議
会
で
説
明
を
受
け
る
）

Ｑ 平
成
28
年
３
月
２
日
　
第
１
回
定
例
会

第
５
次
総
合
計
画
の
な
か
で

　
　

諸
課
題
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か

　　
都
市
再
生
整
備
事
業
で
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
の
駅
舎
改
築
は
困
難
で

あ
る
が
、
山
辺
駅
舎
改
築
を
こ
の
た
び
の
都
市
整
備
の
目
標
に
し
た
ら
ど

う
か
。

Ａ
　
今
後
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、
駅
の
改
築
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ 平
成
30
年
３
月
１
日
　
第
１
回
定
例
会

現
状
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ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
使
用
中
止

町
内
の
待
機
児
童
の
実
態
と
解
消
策
は

上
宿
十
字
路
―
大
寺
間

早
期
着
工
に
向
け
道
路
幅
員
の
変
更

　
町
民
プ
ー
ル
設
備
の
一
部
中
止
に
つ
い
て
５
月

１
日
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
町
民

プ
ー
ル
は
平
成
9
年
度
よ
り
営
業
を
開
始
し
て
21

年
間
経
過
し
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
も
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
で
は
、
滑
り
台
表
面
の

Ｆ
Ｒ
Ｐ
塗
装
や
ポ
リ
マ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
修
繕

を
例
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
使
用
す

る
に
は
ス
ラ
イ
ダ
ー
部
の
大
規
模
改
修
が
必
要
で

す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
、
今
年
度
の
使

用
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
利
用
者
の
た
め
、
侵
入
防
止
、

着
水
付
近
の
安
全
性
に
特
段
の
注
意
を
払
い
ス
ラ

イ
ダ
ー
の
維
持
保
全
に
配
慮
し
て
、
次
年
度
以
降

使
用
で
き
る
よ
う
管
理
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
ま

し
た
。

　
国
の
待

（
※
１
）機
児
童
の
定
義
の
見
直
し
に
よ
り
、
町

内
で
は
７
人
（
県
内
３
市
町
で
47
人
）
が
待
機
児

童
と
な
り
、
そ
の
実
態
と
解
消
策
に
つ
い
て
５
月

７
日
担
当
課
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
達
峰
一
郎
記
念
保
育
所
も
、
ゆ
り
か
ご
す
く

す
く
ラ
ン
ド
も
満
所
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
受
け

入
れ
枠
が
不
足
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
幼
稚
園
に
お
い
て
、
31
年
度
開
所
予
定

の
認

（
※
２
）定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
計
画
が
あ
り
、
１
・

２
歳
児
の
枠
が
増
え
る
見
込
み
で
す
。
さ
ら
な
る

子
育
て
支
援
の
強
化
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、

幼
保
連
携
し
た
待
機
児
童
、
隠
れ
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

※
１
待
機
児
童
の
定
義
…
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
が
さ

れ
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
保
育
所
等
）
又
は
特
定
地

域
型
保
育
事
業
（
小
規
模
保
育
）
の
利
用
の
申
込
み
が
さ

れ
て
い
る
が
、
利
用
し
て
い
な
い
者
」
を
い
う
。

※
２
認
定
こ
ど
も
園
…
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
徴

を
あ
わ
せ
持
ち
、
地
域
の
子
育
て
支
援
も
行
う
施
設
。
施

設
を
利
用
す
る
に
は
、
町
か
ら
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。

　
主
要
地
方
道
山
形
朝
日
線
上
野
～
大
寺
間
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
に
両
側
歩
道
（
Ｗ=

16
・
５
ｍ
）

と
し
て
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
側
に

は
住
宅
が
点
在
す
る
の
み
で
、
町
に
よ
る
開
発
計
画

も
な
く
、
西
側
歩
道
の
整
備
効
果
が
薄
い
こ
と
、
大

寺
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
通
学
形
態
が
変
更
と

な
る
こ
と
、
ま
た
町
と
し
て
早
期
完
成
を
望
む
こ
と

か
ら
、
片
側
歩
道
（
Ｗ=

13
・
０
ｍ
）
に
変
更
し
、

事
業
の
推
進
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
区
間
は
、
通
学
路
の
み
な
ら
ず
買
い
物
客
や
朝
夕

の
通
勤
、
西
部
地
区
幹
線
道
路
を
兼
ね
た
産
業
道
路

と
し
て
車
の
往
来
も
多
く
、
年
々
危
険
度
を
増
し
て

い
る
状
況
で
す
。
安
全
・
安
心
な
道
路
綱
の
整
備
に

当
た
っ
て
は
、

一
刻
も
早
く

事
業
が
着
手

さ
れ
る
こ
と

が
第
一
義
で

あ
り
、
町
、

議
会
が
一
体

と
な
っ
て
強

力
に
事
業
の

推
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

国
道
４
５
８
号
改
良
促
進
特
別
委
員
会

早期再開が望まれる山形新聞
（2018 年４月 24日）より

早期着工が待たれる山形朝日線

新しい町への挑戦
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山
辺
の
地
域
力
が
つ
な
ぐ

命
の
リ
レ
ー
に
感
銘

　
宮
崎
県
都つ

農の

町
議
会
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
が
、
６
月
22
日
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援
事
業

と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
調
査

す
る
た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
都
農
町
で
は
、
中
山
間
部
に
お
け
る
万
全

な
救
急
体
制
の
整
備
や
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
計
画
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
進

地
で
あ
る
当
町
の
現
状
を
調
査
し
に
き
た
と

の
こ
と
。
当
議
会
か
ら
は
正
副
議
長
は
じ
め

各
常
任
委
員
長
が
同
席
し
担
当
課
か
ら
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援
事
業
で
は
、
当
町
の

消
防
団
員
か
ら
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
地

域
力
に
感
銘
の
様
子
。
ま
た
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
取
組
み
で
は
、
水
中
運
動
を
は
じ
め

と
す
る
健
康
教
室
が
毎
日
開
催
さ
れ
、
健
康

増
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
関
心
が
寄

せ
ら
れ
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し

た
。 宮

崎
県
都
農
町
議
会
来
訪

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
は
一
緒

「
伝
え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」
議
会
報
へ

　
東
京
山
辺
会
の
総
会
が
、
６
月
17
日
東
京
都
上
野
の
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
サ
イ

ド
で
開
催
さ
れ
、
樋
口
議
員
・
安
達
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
24
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
伊
藤
健
助
会
長
が
退
任
さ
れ
、

会
長
に
新
た
に
稲
村
三
夫
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
伊
藤
会
長
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
ご
功
労
に
あ
た
た
か
い
拍
手
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
町
出
身
の
歌
手
、
青
山
ひ

か
る
さ
ん
、
シ
ュ
ガ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ
さ
ん
か

ら
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
年
に
一
度
の
交
流
会
。
故
郷
を
思
う
気
持

ち
は
ど
こ
に
い
て
も
一
緒
だ
と
あ
ら
た
め
て

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
皆
さ
ん

に
お
会
い
で
き
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

　
読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を
作
る
た
め
の
研
修
会
に
5
月
31
日
参
加
し
、

読
者
の
立
場
に
立
っ
た
編
集
で
、
議
会
活
動
を

た
く
さ
ん
の
方
に
伝
え
ら
れ
る
紙
面
づ
く
り

を
学
び
ま
し
た
。

　
先
生
に
は
「
や
ま
の
べ
議
会
だ
よ
り
30
年
１

月
号
」
を
批
評
し
て
い
た
だ
き
、「
良
い
素
材

で
ひ
き
つ
け
る
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト
」「
ト
ー

タ
ル
で
読
者
を
あ
き
さ
せ
な
い
編
集
」
と
、
す

べ
て
の
ペ
ー
ジ
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
議
会
の
活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
誰
も
が
読
み
や
す
い
紙
面
を
こ
れ

か
ら
も
作
っ
て
い
き
ま
す
。

東
京
山
辺
会

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

イベ トン 報情
イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

山
形
市
第39回
山形大花火大会

山形市須川河畔
反田橋付近

８月14日
（火）

山形の夏の風物詩。今年のテーマは
「満天～百花が織りなす光の饗宴～」
約２万発の花火が打ち上げられます。

山形大花火大会
実行委員会
℡　023-632-8665

上
山
市

第48回
かみのやま温泉
全国かかし祭

市民公園
（市役所東側）

９月29日
（土）～
10月８日
（月・祝）

今年のテーマは「平成のおもいで」。
昔ながらのかかしのほか、世相を反
映したかかしなどが会場に並びます。

上山市観光物産協会
℡　023-672-0839

中
山
町
第11回
元祖芋煮会in中山

最上川中山緑地
（イベント広場）

９月29日
（土）

芋煮会発祥の地である中山町で開催
されます。しずくちゃんマルシェ同
時開催により出店も立ち並びます

元祖芋煮会実行委員会
℡　023-662-2114

ドクターヘリの説明を受ける
都農町議会議員

さくらんぼを囲んでの交流会何度受けても新たな気づきが
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